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たたび建
た

てられたかという話
はなし

を聞
き

き
ました。
その日

ひ

から，宣
せん

教
きょう

師
し

たちはファネ
バの家

か

族
ぞく

を何
なん

度
ど

もたずねてきまし
た。二

ふた

人
り

は『モルモン書
しょ

ものがた
り』という本

ほん

を持
も

ってきました。ファ
ネバはその本

ほん

を家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に読
よ

むのが
大
だい

好
す

きでした！
いつか，ぼくは宣

せん

教
きょう

師
し

になって，ほかの人
ひと

たちに
モルモン書

しょ

を分
わ

かち合
あ

うんだ。ファネバは
一
ひと

人
り

，そうつぶやきました。
別
べつ

の日
ひ

，家
いえ

にやって来
き

た宣
せん

教
きょう

師
し

たち
は，ファネバの家

か

族
ぞく

においのりの仕
し

方
かた

を教
おし

えてくれました。ファネバは
天
てん

のお父
とう

様
さま

にいつでもどこでも話
はな

しかけることができるのだと学
まな

びま
した。
いつか，ぼくは宣

せん

教
きょう

師
し

になって，人
ひと

々
びと

に
おいのりについて教

おし

えるんだ。ファネバはそう
思
おも

いました。
ある日

ひ

，宣
せん

教
きょう

師
し

たちは大
たい

切
せつ

な質
しつ

問
もん

をし
ました。
「イエス・キリストのもはんにし
たがって，バプテスマをお受

う

けにな
りますか」と，宣

せん

教
きょう

師
し

の一
ひと

人
り

が聞
き

き
ました。
ファネバはとてもうれしくなりまし
た。「はい！」とファネバは言

い

いました。
「はい！」とファネバの兄

きょう

弟
だい

とママが言
い

いま
した。
パパは，自

じ

分
ぶん

はまだバプテスマを受
う

けるじゅん
びができていないと言

い

いました。それでもパパ
は，ほかのみんながバプテスマを受

う

けることは止
と

めませんでした。こうして，家
か

族
ぞく

はバプテスマを受
う

けました。ファネバは，イエス様
さま

のことを教
おし

えてく
れた宣

せん

教
きょう

師
し

の一
ひと

人
り

からバプテスマを受
う

けました。

いつか，ぼくは宣
せん

教
きょう

師
し

になって，人
ひと

々
びと

がバプテスマを受
う

けるのを助
たす

けるん
だ。ファネバはそう思

おも

いました。
教
きょう

会
かい

員
いん

になってとても良
よ

かったこと
の一

ひと

つは，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に通
かよ

えることでし
た。ファネバは活

かつ

動
どう

も，新
あたら

しい友
とも

達
だち

に
会
あ

えることも大
だい

好
す

きでした。しかし，ファ
ネバがいちばん気

き

に入
い

ったのは，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
歌
うた

でした。ある日
にち

曜
よう

日
び

，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で，子
こ

供
ども

たちは
福
ふく

音
いん

を分
わ

かち合
あ

うことについての歌
うた

を歌
うた

いま
した。
「せんきょうしになりたいな」とファ
ネバは歌

うた

います。「いますぐになり
たい。」
伝
でん

道
どう

活
かつ

動
どう

は今
いま

すぐ始
はじ

めることがで
きるんだ，とファネバは気

き

づきました。
「いつか」まで待

ま

つ必
ひつ

要
よう

はないのです！
それからというもの，ファネバは福

ふく

音
いん

を
分
わ

かち合
あ

う方
ほう

法
ほう

をさがすようになりました。ファ
ネバは良

よ

いもはんになろうと努
ど

力
りょく

しました。
人
ひと

々
びと

を教
きょう

会
かい

にまねきました。近
きん

所
じょ

の人
ひと

たちを助
たす

けました。それから数
すう

年
ねん

がた
ち，大

おお

きくなったファネバは，町
まち

の人
ひと

たちに福
ふく

音
いん

を教
おし

える宣
せん

教
きょう

師
し

たちを助
たす

けるようになりました。さらに数
すう

年
ねん

後
ご

には，ファネバ自
じ

身
しん

が伝
でん

道
どう

に出
で

まし
た。新

あたら

しい人
ひと

たちに会
あ

い，福
ふく

音
いん

を分
わ

か
ち合

あ

ったのです。あの宣
せん

教
きょう

師
し

たちがファ
ネバと分

わ

かち合
あ

ってくれたように。●

イ
ラ
ス
ト
／
シ
ェ
ー
ナ
・
キ
ー
ガ
ン

「ぼくはほかのことをしているよりも，宣
せん

教
きょう

師
し

たちといっしょにすごすのが
好
す

きです」と，ファネバは言
い

います。ファネバは，こきょうのマダガスカル
で宣

せん

教
きょう

師
し

として奉
ほう

仕
し

するめしを受
う

けました。
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ファネバはまどの外
そと

に目
め

をやり，屋
おく

外
がい

のにぎ
やかな通

とお

りをながめました。人
ひと

々
びと

が野
や

菜
さい

，
米
こめ

，ぬのなどの売
う

り物
もの

をのせた荷
に

車
ぐるま

を引
ひ

いている
のが見

み

えます。車
くるま

のクラクションや，犬
いぬ

のほえる
声
こえ

が聞
き

こえます。そのとき，また別
べつ

の音
おと

が聞
き

こえ
てきました。
「ママ，だれかがドアをたたいてるよ！」ファネ
バは大

おお

きな声
こえ

で言
い

いました。ママがドアを開
あ

けま
した。スーツを着

き

てネクタイをしめたわかい男
おとこ

の
人
ひと

が二
ふた

人
り

，戸
と

口
ぐち

に立
た

っていました。ファネバは，マ

ダガスカルにある自
じ

分
ぶん

の家
いえ

の近
きん

所
じょ

でそんなかっこ
うをしている人

ひと

を見
み

たことがありませんでした。
「わたしたちは末

まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の
宣
せん

教
きょう

師
し

です。」二
ふた

人
り

のうちの一
ひと

人
り

がそう言
い

いまし
た。「わたしたちは，イエスについて教

おし

えていま
す。メッセージを分

わ

かち合
あ

ってもよろしいでしょ
うか。」
ママが二

ふた

人
り

を家
いえ

にまねき入
い

れたので，ファネバ
は大

おお

喜
よろこ

びでした。家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

が集
あつ

まり，イエス・キ
リストのことや，主

しゅ

の教
きょう

会
かい

がどのように地
ち

上
じょう

にふ

イ
ラ
ス
ト
／
シ
ェ
ー
ナ
・
キ
ー
ガ
ン

宣
せ ん

教
きょう

師
し

の 
ファネバ

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

マリッサ・ウィディソン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました）
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